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松下村塾の
門下生で
尊王攘夷派の
志士として奔走

あおばグループ研修旅行 山口へ、 吉田松陰を知る

山口県

福岡県

あおばグループは11月7日・8日と山口（と北九州少し）へ研修旅行へ行ってまいりました。

職員の素顔とともに旅の様子をご紹介 いたします 久坂玄瑞

町人、農民により
奇兵隊を結成し、
⾧州藩の尊王討幕
志士として活躍

高杉晋作

松下村塾：明治日本の産業革命遺産の
ひとつ。松陰が主宰した私塾。明治維
新に活躍した多くの逸材を育てた。
松陰神社：吉田松陰を祀った神社

南谷と幹事チームで
おそろいTシャツの1枚

萩焼の手びねり体験にて
各々の表情をご覧ください



この度の山口研修旅行には21名が参加し、無事に全行程を終えることができました。

松下村塾では志士の志に触れ、⾧門温泉では日頃の疲れを癒しつつ交流を深める良い

機会となりました。旅行が円滑に進んだのは、急な変更にも柔軟に・快く対応してく

れた社員一人ひとりの協力のお陰です。また、この旅行を実施できたのは、日頃より

弊社を支えてくださる顧問先様のお陰であり、「顧問先様あってのあおば」であるこ

とを改めて実感いたしました。今後も感謝の気持ちを胸に、より良いサービスの提供

に努めてまいります。【池崎恭平】

今回の研修旅行を通じて、新たな学びと貴重な経験を得ることができました。なかでも松下村塾の見学は

特に印象深く、事前に予習をして臨んだものの、「百聞は一見に如かず」という言葉を実感いたしました。

代表の松尾がブログでも触れておりますが（ぜひHPもご覧ください！）、

建物は驚くほど質素で、当時の人々が本当にやるべきことに集中して

いた様子が伝わってきます。実際の場所に立つことで、若き志士たちが

ここで議論を交わしていた姿が鮮明に思い浮かびました。

教科書で見てきた高杉晋作や久坂玄瑞といった人物が、

歴史上の偉人ではなく“生きた若者”として感じられ、急に

身近な存在になったように思います。

また私自身、幹事を担当し非常に多くの学びを得られ、

あおばでの素晴らしい経験となりました。

今回の研修旅行は、ひとえに顧問先の皆さまからの日頃

のご愛顧とご理解があってこそ実施することができたもの

です。この場をお借りして、心より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。【新子達也】
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このたび、税理士法人あおばに入社いたしました、吉井成侍（よしいじょうじ）

と申します。奈良県天理市で生まれ育ち、税理士を目指して専門学校で学び、

9 月より新社会人として新たな一歩を踏み出しました。地元である天理市で業務に

携われることを大変嬉しく思っております。

入社して間もない私ですが、日々の業務を通じて、お客様により良い価値をお届け

するために必要な知識や姿勢を学んでいます。業務の進め方について先輩から助言を

いただく機会も多く、その中でご要望にどのように応えるべきかを一つひとつ理解

しながら取り組んでいます。

学生時代は柔道に勤しみ、目標に向かって粘り強く努力する姿勢を培ってきました。

その経験を基に、会計・税務の知識を着実に身につけ、誠実な対応を心がけながら、

お客様のお力になれるよう努めていきたいと思います.

未熟な点も多くございますが、日々精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

吉井成侍
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あおば

松尾ブログは
こちら

バス中のレクリエーションで自身の
似顔絵を４枚と新子 似てますかね？

ガイドさんとのやりとりも
ばっちり
レクリエーションの司会
をする池崎
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【右上】今年度で21回目『光の祭典2025』天理駅西側田井庄池公園（撮影：西本）
【左】奈良県コンベンションセンター屋外冬季イルミネーション（撮影：山田裕）
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今年も1年、ありがとうございました。

この記事を書くにあたり、我々の業界でも徐々に浸透しつつあるAIに「今年日本で起きた明るい

話題・暗い話題を20個ずつ出して」とお願いしてみました。複数のAIに同じ質問をしてみたところ、

どのAIも明るい話題のトップは大阪・関西万博の開催でありました。開催前から賛否話題となって

いましたが累計来場者数約2,900万人と世界から注目を浴びた一大イベントになったようです。

反対に暗い話題としては高市政権の発足が上位を占める回答となっていました。こちらは周辺か

ら聞こえる声とは評価が異なる点があるような印象を受けます。賛否両論あるのは承知の上ではあ

りますが、『奈良県から女性初の内閣総理大臣が誕生』は地元住民としては明るい話題であってほ

しいですし、日本のリーダーとして舵を取って働いて働いて働いて働いていただき、奈良県・日本

が豊かになるよう新しい風が吹くよう望むばかりです。（流行語、初めて使いました）

企業経営もよく船に例えるかと思います。この点から考えると「空白の30年」はあたかも凪のよ

うに聞こえる表現ですが、経営の最前線にいらっしゃる中小企業にとっては時化、中には嵐のよう

な環境が続いているという方もいらっしゃいます。事実、AIが挙げた話題の中では、⾧引く物価高

騰や人手不足など、特に暗い話題を中心にあおばを含む中小企業の皆々様が直面している現実的な

課題も数多く含まれておりました。日々多くの方とお話する中でも経営環境の厳しさを肌で感じる

一方、困難な状況であっても前を向いて懸命に自企業・従業員・取引先のためと奮闘されている経

営者の皆様には頭が下がる思いであります。

私どもあおばグループはそのような環境にいらっしゃる中小企業の皆様と共に最前線で伴走する

船でございます。税制・法務・労務を中心に政府がどのような風を吹かせようとしているのか、乗

るべき風、帆をたたみ耐える風なのかなど、自ら情報収集を行い発信して参ります。今月の下旬に

は令和8年度税制改正大綱が閣議決定される予定です。こちらも年明けにはなりますがしっかりと

情報発信をさせていただきます。

結びにはなりますが、本年中も多大なるご支援とご厚情を賜りましたこと、あおば一同心より

感謝申し上げます。来る新年も変わらぬご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

皆々様の一層の発展を祈念申し上げ、歳末のご挨拶とさせていただきます。

社員税理士 山田 佑貴


